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１ 本単元で育てたい数学的な考え方 

  本単元では，単元を通して「かさ」について大小の比較を通して測定の基礎となる考え方とその概

念を養うとともに，量と測定についての理解の基礎となる経験を豊かにすることをねらいとしている。   

基本的な性質をもつ量の測定の指導では，１年生では，直接比較，間接比較，任意単位による測定

という指導の段階が考えられる。ここで学習する「かさ」の測定については，長さくらべの学習を踏

まえ，まず，直接あるいは間接的に比べる活動を通して，量の大小の判断を確かなものにし，理解を

深めていく第一歩とすることが大切である。次に，任意単位による測定の際に，基準となるものを決

めて，そのいくつ分かによって大きさが決まることを気付かせていく。これは，測定の基礎となる数

学的な考え方として大切なものである。そして，第２学年以降での普遍単位による測定へと自然に発

展していくことを目指して指導していく。こうした具体的活動を通して，結果とその根拠となる事柄

について説明することを通して数学的な考え方を身に付けることをねらいとする。 

このような指導段階を踏まえ，「長さ」「かさ」ともに算数的活動に同じ流れをもたせ，既習事項

を使って学習した比べ方を生かしながら，「長さ」「かさ」「広さ」などに共通する量の加法性や保

存性に気付き，量を数値に置き換えて考えようとする数学的な考え方も育てたい。 

 

２ 数学的な考え方を育てる 

（１）児童の実態 

 

（２）単元の目標 

  ・  かさのくらべ方に興味をもつ。                  〈 関心・意欲・態度 〉 

・ かさの比較を通して，測定の基礎となる考え方を身に付ける。基準量のいくつ分としてかさを 

考えることができる。                       〈 数学的な考え方 〉 

・ 具体物のかさの比較ができる。                       〈 技能 〉 

・ かさの概念を理解する。                       〈 知識・理解 〉 

（３）学習指導計画（全２時間）                                      

 

３ 本時の主張点 

（１）自ら学ぼうとする意欲を喚起させる手だて 

  ① どの子どもたちにも水筒やペットボトル，カップ，びんなどの具体物を操作する活動を十分に

確保し，楽しみながらかさについての感覚が身に付くようにした。 

  ② 意欲を高め，持続するような問題・課題を工夫した。・・・「 一番多いのはどれ？ 」 

                           「 大きい順に並べるとどうなるか？ 」 

                           「 好きな容器で調べてみよう。 」 

                    ↓ 

    様々な場面で比較や測定を行うことを通して，かさが大きいとは・・といった量の意味やその

測定の仕方についての理解をより確かなものとしたり，量の感覚を豊かにしたりすることをねら

った。 

時 学習活動 評価規準 関 考 技 知 

１ 

一方の容器の水を他方に移し

たり，第３の容器を用いたりし

てかさくらべをする。 

身の回りのもののかさに関心をもち，進んで

かさくらべをしようとしたり，かさの比べ方を

考えようとしたりする。 

○   ○ 

２ 

コップを単位として，その何

ばい分かを調べてかさくらべを

するよさに気付き，測定の素地

を養う。 

直接移すことができないもののかさのくら

べ方を，基準量のいくつ分としてかさを考える

ことができる。 

コップを任意の単位として，その何ばい分か

で比べることができる。  

 ◎  

 

 

○ 

○ 

第１学年 単元名「かさくらべ」 
～ わけを説明することを通して，数学的な考え方を育成する ～ 

                            



（２）学び合う活動の重視 

  ① 既習事項をもとに考える。 

 

 

                →              → 

 

 

 

  ② 「 どう考えているか。」を説明する。 

    測定の見通し，結果，考察のそれぞれの場面で 

順序よく， 

もとになることを（根拠）をはっきりさせて， 

分かりやすく                 説明させたいと考えた。 

そのために，２つの水筒のかさくらべの結果をもとに話し合う活動では・・・・・。 

   ・ かさ比べの後，比べ方の説明の仕方についてまず，グループで話し合わせた。 

   ・ 「一緒にかさ比べをしていない他の班の人によく分かるように」説明するというめあてを与

え，工夫させた。 

   ・ 確かめでどんな結果になったかは，実際に使った水筒やコップを使って説明するよう助言し

た。    

           

４ 展開 

（１）１／２の展開 

① 本時の目標 

      身の回りのもののかさに関心をもち，どちらのジュースのかさが多いかそのくらべ方を考え， 

かさ比べすることができる。 

  ② 学習指導過程 

学習活動と児童の意識の流れ 留意点と手だて 

１ ２つの容器のかさくらべをする。 

 

 「 どちらにたくさんのジュースが入るでしょ

う。」 

・ ①だろう。 

・ ②だろう。 

 

「 どうしてそう思ったの。」 

・ 背が高いから。 

・ 太いから。 

・ たくさん入りそう。 

・ 見た感じで。 

 

「 どちらがたくさんはいるか比べるにはど

うしたらいいのでしょう。」 

  ・ 高さを比べます。    直接比較 

・ 太さを比べます。 
・ １つの入れ物に水をいっぱいに入れても

う片方に入れてみます。    直接比較 

・ ２つの容器の中のジュースを別のびんに 

うつしかえてみます。              

間接比較 

 

 

 

・ 空の２つの容器を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ どちらの容器にたくさん入るのかが知りたい

と思える場面を設定することによって興味を

もって取り組めるようにする。 

 

・ 前時までに学習した長さ比べの測定の仕方に

ついての資料を掲示しておき，長さ比べの仕方

と同じように考えていけばよいことを想起で

きるようにする。 

 

・ 直接比較では形状が違うから測定できないこ

とを確認する。 

２つの容器調べ(第 1 時) 

 前時までに学習した

長さ比べの測定の仕方

からよりわかりやすい

測定の仕方を想起する。 

３つの容器調べ(第 1時) 

 ２つの時の測定とつ

ないで自分の考えを発

表できるようにする。 

水のいっぱい入った２

つの水筒調べ(第 2 時) 

 前時のかさ比べの方

法を提示しておき，比

べ方を想起させるヒン

トとする。 



 「 水がどれだけはいっているかを「かさ」と

いいます。」 

 「 かさくらべをやってみよう。」 

 

 

 

２ 実験 → まとめ 

 「 比べてどうだったか発表しましょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ３つの容器のかさくらべをする。 

  

 「 いちばん多く水が入るのはどれ？」 

・ ①だろう。②かな。 

・ わからないなあ。 

・ さっきみたいに比べたら分かるよ。 

 

「 どのびんに，いちばん多く入るのか比べる

にはどうしたらいいのでしょう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ びんの形や大きさを比較するとき，中に入る

水の量を「かさ」ということをおさえる。 

 

 

 

 

・ 量は移しかえても変わらないという量の保存

性を確認しておく。 

 

 

 

 

・ 確かめはグループごとにし，測定の後，比べ

方の説明の仕方についてグループで話し合う

ようにする。 

 

・ 確かめでどんな結果になったかは，実際に使

ったびんを使って説明するよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ３つの空の容器を出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ２つの時のかさ比べとつないで自分の考えを

発表している児童を賞賛し，考えの根拠になる

ことも付け加えるよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらのジュースのかさがおおいかくらべよう。 

①に水を入れて，②に移すと水があふ

れてこぼれました。 

②に水を入れて，①に移すと水が途中まで入

りました。 

①を②に移す。      ②を③に移す。      ③を①に移す。 

①を②に移すと水が

こぼれた。 

①の方が多く入る。 

②を③に移すと，途

中までだった。 

③の方が多く入る。 

③を①に移すと，水

がこぼれた。 

③の方が多く入る。 

①と③では，どちらが多くはいるの？ ③，①，②の順に多く入る。 

なので，①のほうのびんのジュ

ースのかさが多いです。 

 

だから，①のほうのびんのジュースの

かさが多いです。 



 「 分かったね。でも・・・・・。」 

・ 大変だ。もっと簡単な方法はないかな。 

・ どの入れ物にも水を入れて，何か別のモ

ノにうつすとよい。 

・ バラバラでない方がいいよ。 

・ 同じ入れ物があるといいなあ。 

 

４ 実験 → まとめ 

 「 確かめてみましょう。」 

・ よし。入れてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 「 やってみてどうでしたか。」 

・ 一目で分かる。 

・ 別の入れ物に移した方が分かりやすい。 

・ 同じ入れ物に入れたから比べやすい。 

 

５ 本時のまとめ 

   

 

 

 

・ ２つずつの容器について比べた様子を話し合

うことで，第３の容器の必要性に気付くように

する。 

 

 

 

 

・ 同じ大きさのビーカー（第３の容器）に水を

移し，水の高さで比べればよいことに気付か

せ，かさ比べができることを助言する。 

 

 

 

 

 

 

（２）２／２の展開 

  ① 本時の目標 

直接うつすことのできないもののかさの比べ方を考え，同じコップをもとにして，その何ばい 

分かで比べるとよいことに気付き，かさ比べをすることができる。 

② 学習指導過程 

学習活動と児童の意識の流れ 留意点と手だて 

１ ２つの水筒のかさくらべをする。 

 

 「 どちら水筒の水のかさが多いでしょう。」 

・ 背の高さでは決められないよ。 

・ 見た目では分からなかったよ。 

・ どうにかして比べたい。 

 

 

 「 どうやって比べることができますか。」 

・ どちらかにうつすやり方はできそうで

はありません。 

・ 昨日のように同じ入れ物に入れるのは

できそうだ。 

 

・ 昨日のビーカーを用意し，水筒の中の

水をうつしてみよう。 

     ↓ 

・ 水がまけた。 

・ 前時のかさ比べの方法を提示しておき，比べ

方を想起させるヒントとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 水をいっぱい入れた２種類の水筒を実際に考

え，中に水が入っていることからどちらかに移

す方法でなく別の入れ物に移すやり方に気付

くようにする。 

 

 びんのかさくらべをするときは， 

    かたほうのいれものに 

おなじおおきさのべつのいれものに   うつしかえるとわかる。 

３００ｍｌか５００ｍｌの 

ビーカーを用意する。 



     ↓ 

・ 別にもう一つ入れ物が必要・・・・。 

  同じ形でないとだめ・・・。 

 

 

 

 

 

２ ア，イ，ウの容器から選択させて，操作を 

行う。 

 「 班ごとに水筒のかさを比べましょう。」 

 

 

 

 

３ 比べた結果から話し合う。 

        ア     イ     ウ 

 

 「 分かったことを発表しましょう。」 

 

・ わたしたちの班は①がコップに３はい②

が２はいとなって②のほうがたくさんはい

ることが分かりました。 

 

・ ぼくの班は①がコップに５はい②が４は

いとなって②のほうがたくさんはいること

が分かりました。 

 

 

 「 気が付いたことはありませんか。」 

 「 数字が違うけれど・・・。」 

 

・ 比べた入れ物で数が変わっています。 

・ ア，イ，ウのどれで調べても，①のほう

がかさが大きいことが分かります。 

 

 ・ ①の水筒のかさが大きいことが分かりま

した。 

 

４ 練習問題をする。 

 「 かさの大きい順に言いましょう。」 

 

 

 

 

 

 

① ３ ５ ２ 

② ２ ４ １ 

・ 水があふれたことから，容器が複数いること

に気付くようにさせる。その後，大きさの違う 

ビーカーを提示することにより，適当なものを

用意するのでなく同じものを使う方がいいこ

と（基準量の必要性）など話し合いの中で気付

かせていく。 

 

 

 

 

・ どの容器を使って比べるかは各グループに選

択させる。 

      

 

 

・ 実験の後，比べ方の説明の仕方についてグル

ープで話し合うようにする。 

 

・ 「実験をしていない他の班の人によく分かる

ように」説明するというめあてを与え，工夫さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

・ 任意単位によるいくつ分かでかさくらべをす

る中で，数量化して比べることのよさに気付か

せたい。 

 

・ 基準量が違っていても，任意単位によるいく

つ分かで考えるとかさを比べることができる

ことを確かめる。 

 

・ 同じコップのいくつ分かで 

比べるとどの入れ物のかさ 

がいちばん大きいか分かる 

ことに気付かせ，基準量のい 

くつ分かでかさを比べるよ 

いことを確かめさせる。 

Ａ（違うコップで比べる。） 

  

Ｂ（同じコップで比べる。）

 

どちらのすいとうのかさがおおいかしらべよう。 



 

 

 

 

 

 

５ まとめをする。 

 

 

 

 

（３）評価 

評 価 

身の回りのもののかさに関心をもち，どちらのジ

ュースのかさが多いかその比べ方を考え，かさ比べ

することができる。 

直接うつすことのできないもののかさの比べ方

を考え，同じコップをもとにして，その何ばい分か

でかさ比べをすることができる。 

方 法 １／２時 活動２，４ 測定の様子・発言 ２／２時 活動２，３ 測定の様子・発言・ノート 

規 準 

◎ 実際に使ったびんを使ったり，既習の比べ方と

とつないだりしながらで，調べた結果を説明する

ことができる。 

○ 移し替えたり，別のビーカーに入れて並べたり

すればかさの大きさを比べることができること

に気付く。 

△ どうやって表せればよいか分からず，かさ比べ

をすることができない。 

◎ 基準量が違っていても，任意単位によるいくつ

分かで考えるとかさを比べることができること

が分かる。 

○ 同じコップを単位として，その何ばい分で比べ

ればよいことが分かり，調べることができる。 

△ 同じコップを用意し，その何ばい分かで考えれ

ばよいことに気付くことができない。 

手だて 

◎ 友達によく分かるように説明の仕方を工夫す

るよう助言する。 

○ 既習の長さ比べや２つのびんのかさ比べとつ

ないだりさせながら，比べ方を説明させる。 

△ 長さの時と違って直接比べることはできない

ので別の容器に移して調べられないか考えるよ

う助言する。 

◎ 任意単位によるいくつ分かで考えるとかさを

比べることができたことを友達に説明させたり，

ノートにまとめさせたりする。 

○ 他の班の結果と比べて，どのコップで比べても

①の水筒のかさが大きいことに気付かせる。 

△ 同じ大きさのコップに水を移す操作を一緒に

行ったり，コップの数を実際に数えたりしながら

確認させる。 

 

（４）板書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず，A の問題を出し，その後 B の問題を出す。 

 問題を出すときは，尐しずつ見せるなど工夫し，かさの大きさを何で判断する

か確認できるよう工夫する。 

 びんのかさくらべをするときは， 

  おなじおおきさのべつのいれものにうつしかえして，そのなんば

いぶんかでかんがえるとわかる。 

 



５ 考察 

（１）成果 

   ○ 単元を通して，操作活動の時間を十分に確保することにより，楽しみながら進んで活動に取 

り組むことができた。また，活動と活動をつないで取り組ませることで，今，解決したことか 

ら新しい課題を見付けることができ，次の解決のために意欲的に取り組んだ。 

   ○ 本単元では，「かさ」という量の大小の比較を直接比較から間接比較へ発展させ，共通の仲

介物としての単位の必要性に気付いていくようにした。児童は，既習の「くらべかた」を「２

つの入れ物のときは・・・」「昨日と違っているところは・・・」と考える中で活用し，次の

比較のやり方を考え，新しい方法を考えることができた。 

   ○ 活動後，１年生なりの言葉で，「どうやってかさ比べを行ったか。」「どんな結果になったの 

か。」「そこからどんなことがわかったのか。」を説明する場を設定した。自分たちがどうした

のか順序立てて説明したり，具体物を使って表現したりすることで，わかったことが整理され，

大切なポイントをまとめることができた。 

○ どのようなくらべ方をすればよいかをグループで相談する場面では，具体物にさわったり，

友達の考えを聞いて考えを変えたり，「どうして？」と聞き返したりする児童も見られた。今

後学習の流れの中にグループ活動を多く取り入れ，自分の考えを伝える場（説明する場）を設

定していきたい。 

 

（２）課題 

   ● 様々な場面で比較，測定を行うことを繰り返し行ったのだが，初めは予想していたよりも，

１年生にとって「長い」「多い」という判断が難しい児童もいた。３年から移行してきた内容

なので，量の感覚を豊かにすることを考えて，１年生に合った活動を工夫する必要がある。 

（課題１） 

● 本単元では算数的活動としてびんやシャンプーの容器，水筒など具体物を使って操作活動を

行ってきた。いろいろな比べ方を学習する中で比較・測定の素地経験を与えることが大切であ

る。そこでは，大変，時間を要するので，学習の効率が上がるような活動の内容や方法を十分

に考えて学習に取り組ませるようにしたい。 （課題２） 

 

（３）課題を考えた展開例 （量の感覚を豊かにすることを目指した他の活動例として） 

学習活動と児童の意識の流れ 留意点と手だて 

１ 既習事項を振り返り，本時の学習課題つかむ。 

 

 

 

 

 

２ かさ比べの方法を考察する。 

（１）かさを調べる方法を話し合う。 

   ① 移しかえて比べる。 

   ② 同じ入れ物（ビーカー）に入れて， 

高さで比べる。 

   ③ かさを数字で表して比べる。 

 

 

 

 

・ 前時までの学習の流れを，掲示しておき， 

既習事項が振り返れるようにしておく。 

・ 児童一人一人に水筒を準備させ，かさを

比べることへの意欲付けをする。（課題１） 

いち 

 

・ 既習（長さ）の学習や前時の学習を生か

し，考えさせる。 

・ 全員の水筒のかさ調べをするという学習

課題を確認し，どの方法がよいかを話し合

わせる中で，長さを数値化したよさに気付

かせ，かさも同じように数値化できないか

と考えさせる。 

・ 長さの数値化のために使った「ます目」

と同じ役割をするものとしてコップがあ

ることに気付かせる。（課題１） 

水筒に入る水のかさを数字であらわそう。 

 ブロックをつか

うと，ながさが「か

ず」であらわせた

よ。 



〈 課題を考えた展開例の成果と課題 〉 

課題１ ○ 児童に自分の水筒を準備させたことで，本時の学習への意欲を高めることができた。

また，導入で生活経験や長さの学習を想起させて，測定の結果や方法の見通しをもたせ

ることができた。  

課題２ ○ 測定前に，方法をしっかりと確認したり，グループ内で役割分担をさせたりすること

で，協力しながらスムーズに活動が進められた。 

○ 測定の結果をワークシートにまとめさせ，みんなに結果が伝わるようにした。そのこ

とによって，学級全員の水筒のかさ比べができることに気付き，数値化することのよさ

が実感できた。 

● 本時のまとめでは，任意単位としてコップの大きさを統一することの必要性をおさえたが，違

う大きさのコップで測ると数値が異なることを実際に操作して確かめさせたかった。そうするこ

とで，実感を伴った理解になったのではないか。 

（２）コップを使った測 

り方を考える。 

 

 

 

 

 

 

３ 水筒に入った水の量をコップで測る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 結果を発表し，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コップを使った測り方について話し合わ

せ，数値化して比較する場合，同じコップ

を使わなければいけないことを理解させ

る。また，測定の結果，はしたがでる場合

は，「何ばいと少し」とか，「もう少しで何

ばい」というような表し方でおさえ，コッ

プの数が同じときは，はしたの量の多少で

判断できることに気付かせる。（課題２） 

・ 同一のコップを準備しておき，それをは

かった結果を，ワークシート（記録用紙）

に記録させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ ３人１組のグループになり，一人が量っ

ているときは，他の児童が記録係（コップ

の数を記録する），チェック係（きちんと

いっぱいになっているかを見る）になっ

て，協力できるようにする。（課題２） 

・ ４つのグループを回り，正確に測定がで

きるように助言する。 

 

・ 測定の結果をグループごとに発表させ

る。 

・ 記録用紙の数字を見れば，大小比較がで

き，数量化するよさに気付かせる。 

 

 

 

 

・ 任意単位としてコップの大きさを統一す

ること，つがれたコップの数が多いほど

「かさ」が大きいこと，任意単位を使うと

より詳しく「かさ」の大小が比較できるこ

となどを児童の言葉でまとめる。 

 ぼくが，きろ

くがかりをす

るよ。 

 わたし水とうは，コップ

なんばいぶんかな。３ばい

くらいかな。じょうずには

かって，たしかめよう。 

 つぎは

わたしの

水とうを

はかるよ 

 ぼくの水

とうは，５

はいとち

ょっとで

した。 

 わたしの水

とうは，２は

いとすこしで

した。 


